
武尊山（標高2158.3ｍ）

川場村のむらづくり

Ⅰ　農業プラス観光（政策）

Ⅱ　都市交流事業（世田谷区）

Ⅲ　道の駅川場田園プラザ事業

３つのキーワード

田園理想郷　　群馬県　川場村

日本

（商標登録）

○位置 群馬県の北部地域の中心地、
沼田市の北10㎞、県内独立最高峰
の武尊山(標高2,158m)の南麓。

○面積 総面積85.29ｋ㎡のうち88％（う
ち国有林55％）が森林で占められ耕
地は僅か7％自然豊かな農山村であ
る。

○人口 平成22年国勢調査では、3,898
人、若年層は減少、高齢者が増加。
高齢化率は37. 7％となっている。（全
国平均23.1％）超高齢化社会。
＊H25年10月住基の高齢化率28.8%

○川場村の名の由来

一級河川4本　二級河川3本　計7本

　 の河川
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■川場村の地勢

○温泉
川場温泉はじめ六つの温泉（ひなびた
温泉地） ＊脚気川場に瘡老神

群馬県
川場村



○基幹産業　　農業（コンニャク・米・リンゴ等栽培）

○交通 ・1982年　新幹線の開通
（上毛高原駅から40分）

・1985年  関越自動車道開通
　　　　　　　　　　（沼田ICから10分）

首都圏からの交通が飛躍的改善
人的、物的交流が増加、経済活動
も活発化。

○行政施策 ①1975年代　農業プラス観光
                   　「観光施設整備」

(農業+観光の地域づくりはじまる。)
・1977年　ホテルSL整備
・1989年　川場スキー場整備

　　　　　　　　 ・1993年　田園プラザ事業建設着手
 ・1998年　道の駅川場田園プラザ整備

②1981年　都市交流事業（世田谷区）
　　　　　　　　　  「区民健康村相互協力協定」締結。
　　　　　　　　　　（都市交流事業はじまる。）
                 　 文化、教育、産業、スポーツ、など各分

野において、村民と区民の交流が積極
的に展開。 都市文化と農村の自然との
共生による村づくりを進める。　 3

○基幹産業
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Ⅰ 農業プラス観光

１背景
　・5,000人以上の人口が、1965年以
　　降、4,000を割るまでに人口が減
　　少。（人口減少に歯止め）
　・交流人口の増加で農家所得の向上
　　図る。（観光客の増加）
・1971年　過疎地域指定

２取組
　　①誘客対策（観光施設整備）
　・1977年　ホテルＳＬ整備（観光の
　　拠点施設の整備）
　　Ｄ51561機関車と寝台車3両（国鉄
　　から譲渡）
　・1980年代以降　テニスコート、キ
　　ャンプ場、スポーツ広場等を整備
　・1988年　村内に民宿、ペンション
　　等宿泊施設の整備推進。（18軒）
　・1989年　川場スキー場オープン
　・2012年　天然芝のサッカー場整備
　（各種イベント開催）

②地域対策（公共施設整備）
・1980年代～2000年前半
　地区集会場、消防車庫・詰所整備
　消防自動車更新、幼少中学校整備
　下水道整備、道路交通網整備、代
　替バス運行、資料館、文化会館整
　備、土地改良事業などなど。

川場村文化会館

天然芝サッカー場
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Ⅱ 都市交流事業

１背景
　・1979年　世田谷区の基本計画の重点
　　プロジェクトに「区民健康村づくり
　　計画」が位置づけられる。
　　①区民がふるさと感を味わい、健康
　　　的な余暇時間を過ごせる大規模レ
　　　ク施設の設定。
　　②自治体、住民同士の交流により、
　　　相互の地域活性化を図る。

２候補地の決定
1980年　関東七都県、静岡、長野、山

　梨、福島の52市町村から川場村を候補
　地に決定。

「農業プラス観光」を柱とした川場村田園休暇村構
　 想　と世田谷区が進める「第二のふるさと」健康村構
 　想が一致。

いわゆる、都会で望めなくなった豊かな自然の恵みに
触れながら、地方の方々と相互に協力して都市と山村
の交流を深めて行くことを目的とした区民の「第二のふ
るさと」づくり。
（人間の生存-森は命の母、自然と人間の営みの体現）

選定基準
・世田谷区からの到達性
・町村全体のイメージ
・健康村に対する受入姿勢
・田園らしさ、山村らしさ、温泉の利用
・公共施設の整備度合いなど　
（面積、標高、気象、地勢、観光、レクリェーション資源、

人口、産業別人口構成、第1次産業用地、教育、文化、

医療、交通、財政、地域指定等）

３　協定調印
1981年　 都副知事、県知事立ち会い.

  区民健康村相互協力に関する協定（縁
組協定）に調印。住民同士の交流を図り
ながら、末永く助け合っていく自治体相互
扶助を基調とした、交流事業がスタート。

4　交流のはじまり
・1982年　1986年の区民健康村開村ま
  で、交流の予備活動を開始。
・予備活動メニュー
　　　①レンタアップル
　　　②いちご摘みとジャムづくり
　　　③ふるさとパックなど
    ＊農業を核としたプログラムが中心。(農家民泊）
　　「育てる、つくる、体験する、汗する」喜び。
　　「販売効果、農作業理解、教える喜び、人手確保」　
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５交流拠点施設と運営組織
①交流拠点施設
1982年　二か所の交流拠点施設を整備。
総工費約27億円　宿泊施設と付帯施設

       富士山地区11ha 中野地区15ha
総面積26ha（買収と借地　1：3）　
 1984年　工事着手
 1986年　竣工・開村

②運営組織
1986年　健康村の施設の運営維持管理

　　　会社  「㈱世田谷川場ふるさと公社を設立
（社員34名　嘱託社員2名　パート社員2名）

　　ア行政の補完的役割果たす地方公社
  　　イ地場産品の掘り起こしと地元雇用の拡大
   　　・資本金４千万円(両自治体の共同出資)
　　　　（世田谷区3千万円・川場村1千万円）　　　

なかのビレジ ふじやまビレジ

６区民健康村開村
①1986年　移動教室

　　　対象　世田谷区立小学校全校（64校）5年生　　 
　　　期間　5月中旬～1１月上旬（２泊３日）6千人
　　　目的　・豊かな自然の中に教室を移して、農
　　　　　　  　作業や登山、村巡りを行う。
　　　　　　　・この体験学習を通じて「生きる力」を
　　　　　　  　学ぶ。
　　　内容　・農業体験や郷土料理教室など、多く
　　　　　　　　の村民が 指導者として関わる。

②一般区民や村民の利用
　　　　　　　・移動教室のない時期、土日・祝祭日、
　　　　　　　 春・夏・冬休みは一般区・村民に開放。
　　        　・農業技術教室、里山塾など沢山のプ
　　　　　　　　ログラムも用意されている。

田舎料理 農作業体験
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７　ステップアップ
協働による森林整備・友好の森事業

背景 
　・1992年　縁組協定10周年記念事業として
　　これまでの取組をさらに発展することを願
　　って「友好の森事業に関する相互協力協
　　定」を締結。
目的
　・ 地球規模的な環境問題や森林の保全・育

成が重要視されている中、区民健康村事業
　　を支える川場村の自然環境を区民・村民協
　　働で、身近な里山を守り、育てることを通し
　　て、環境問題の新しい取組を追求する。
 事業
　・利根川の上流と下流の自治体と住民連携
　・森林保全･育成（民有林80ha林地保存契約）
　・1995年　 「やま（森林）づくり塾」 

（2011年　里山塾に改名）

（体験教室、養成教室、こども里山自然学校、川場
　　まるごと滞在記）自然に親しむ、自然の仕組みを理
　　解、森林作業の必要性を学ぶ。他に類のない試み。
　　養成教室の修了者は、森林ボランティアグループ
　　「やまづくりくらぶ」を結成。里山塾参加者への指導
　　や習得した技術を活かし、自主的に民有林の森林
　　整備を行っている。

養成教室こども里山自然学校

交流事業は、先進事例として全国から高い評
価を得ている。この取り組みは、12年中学校教
科書改訂で、帝国書院出版の中学1年生の教
科書に取り上げられている。

８　バージョンアップ

・2005年　５つ共同宣言

①　文化交流事業の推進

②　後山の整備事業（里山づくり）

③　川場農産物のブランド化の推進

④　農業塾の開設

⑤　茅葺塾の開設



９　健康村がもたらしたもの

・経済的波及効果

・消費者直結型農林業への取組が積極的

・農産物加工品の製造、新製品開発に拍車

・区内店舗に川場村の農産物販売

・災害時における相互協力協定締結（1995年）

・健康村里山自然学校開校「交流事業の一元

化（1995年）

・交流の拠点整備

ふれあい橋（1996年）

道の駅川場田園プラザ（1998年）

　森の学校、森のむら（2000年）

・山村と都市の交流事業の先進的事例

全国・海外から視察年間50件

・各賞の受賞

全国山村振興連盟会長賞（山村都市交流優良賞1988年）

　日本旅のペンクラブ賞（1989年）

　農林水産大臣賞(1990年）

　国土庁長官賞（1991年）

　全国町村会優良町村表彰（2004年）

　総務大臣表彰を受賞（2006年）

１０　課題と今後の展望

・推進会議幹事会の連携

・事業の検証等と新しいアイディアの創出

　 ・交流事業の専門的知識を有した指導者

　　の育成と確保

　 ・団塊の世代の交流居住の促進

  ・川場風土の保全　

11　都市交流事業の成功の秘訣

 ・縁組協定は姉妹都市ではなく「縁組＝

     結婚」夫婦の強い絆が区民健康村の源　　

交流こそ文化
交流は、もの、かね、ひと、しくみ（情報）、こころで
ある。これまで実現してきた、物質的、文化的、人
間的な交流が人類の歴史であり、人間の生き様
（文化）である。

9
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全体全景　敷地面積　50,000㎡

施設配置図



3 事業化の流れ
■９２年　事業ミルク工房（２７４㎡）ヨーグルト、アイスクリーム

■９３年 　㈱田園プラザ川場が発足

■９５年　 ファーマーズ・マーケット（３１７㎡）農産物、加工品販売　

■96年　道の駅　川場田園プラザ　登録

■９６年   ふれあい橋（田園プラザ～ＳＬ連絡橋）

■９６年   プラザセンター（６０２㎡）休憩ホール、研修室、農産

　　　　　　物の加工・体験教室キッチン工房、事務所

■９６年   生ゴ堆肥施設、第１駐車場、製品倉庫

■９７年   そば処「虚空蔵」（１７７㎡）、第２駐車場

■９８年   ビール工房・レストラン・パン工房（８５３㎡）　

　　（田園プラザの施設全面完成（グランドオープン）

　　　（敷地面積　5ha（買収と賃貸）

４ 新な施設整備と改良
■2010年　店舗改装（ﾌｧｰﾏｰｽﾞﾏｰｹｯﾄ、ﾌﾟﾗｻﾞｾﾝﾀｰ、あかく

　　　　　　　ら、あたご）臨時駐車場の確保（161台）、トイレ新設

　　　　　　　（第三トイレ）、遊具大滑り台の移設（ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘ公園

　　　　　　　内）、ガソリンスタンド（ＪＡ）、ＥＶ充電スタンド　　

■2012年　ピザ工房の新規開店、森のウエディング、駐車場

54台、駐輪20台）、観光協会移転新装（ビジターセ

　　　　　　　ンター、あかくらの改装）そば処虚空蔵改装

■2013年　サインボード修正、体験工房改修（スイーツ工房）

■2014年　精米倉庫の改修（3店舗増設）、フォレストアドベン

　　　　　　　チャーの整備、駐車場増設
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ビールレストラン武尊

そば処　虚空蔵

ピザ工房

５ 運営状況
■運営主体

　・第三セクター　㈱田園プラザ川場

　・施設管理費　2,600万円

　・使用料収入　4,400万円

　・寄付金　　　　1,000万円

■平成24年度決算

　・売上（前年比）856百万円107％）

　・入場者数（前年比）104万人（107％）

■アンケート結果から

　 首都圏からの利用者多い。

　　・村内・利根沼田内　 1０％

　　・県内　　　　　　　　 　 ３０％

　　・首都圏　　　           6０％
12



６ 田園プラザの地域貢献

１）就業の場の拡大

　川場村の第三セクター、世田谷区民健康村、川場

　スキー場に並ぶ就業の場の機能を確保。　

　（従業員数　社員29人　パート51人）

２）農産物の販路拡大

 　ファーマーズ・マーケットの出荷登録者数４２０人、

　 村内農家数４５４人（０５年農業センサス）で約９３％

に達している。

３）生きがい
　・お年寄りや企業等退職者、専業、パート主婦等
　  の皆さんが菜園づくり「新しい所得と生きがい」

・兼業農家に新しい販路
　・農地の有効活用（遊休地の減少と環境保全）

３）オンリーワンへのコダワリ

　・ホンモノ志向のコダワリ

　・安心・安全・新鮮な商品の提供

　・良質な商品の均衡化

ファーマーズマーケット

情報発信の拠点　ビジターセンター

ミート工房
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７ 川場村オンリーワンへのコダワリ商品

■雪ほたか（川場産コシヒカリ）
　・米食味鑑定コンクール国際大会７年

連続金賞

■川場ビール（地ビール）
　　ジャパン アジア ビアカップ二年連続
　　入賞

2008年 金賞ピルスナー、銀賞ボック
2009年 銀賞ヴァイツエン

■ハムソーセージ
SUFFA国際食肉製品品質コ ンテスト金賞

　 ニッポン全国物産展（2012サンシャインシ 
 ティ開催）  「山賊焼き」参加350点で売上

   No1

水芭蕉：日本酒造協会最大規模「全国新
 酒品評会」にて15回の金賞受賞

　・ミズバショウ　ピュア 発泡性清酒、三ツ星
　　レストラン採用

■のむヨーグルト
　 川場の牛の生乳をナチュラル加工。看板

商品として評価高い。

■パン工房
食パン、フランスパン、調理パン、菓子パン

　 の評判高い。
　 （川場産リンゴ100％使用の「甘熱りんごパ

イ」や川場産コシヒカリを使用した、モッチ
リ食感の「米粉パン」が人気。）

■新メニュー
　・雪ほたかの 糀と川場水仕込みのノンアル
　　コール甘酒「雪ほたかの飲む糀」
　・あかくらのおっきりこみ
　　日本橋ゆかりの総料理長、川場の食材で
　　考案。

14



８ トップクラスの理由

　・建築とオープンスペースの良さ。

　・建物が、郷土の民家建築をモチーフにして、

　　きっちり造られていること。

　・建築物が他所では類を見ないような、広々し

　　た公園の中に、ゆったりと配置されていること。

　・敷地面積5haの癒しのスポット

　・オンリーワンの精神と商品

９　今後の展開

  ・新しいイベントアトラクションの開催や新規

　  事業の展開。

　・施設の整備改良を加え、魅力ある道の駅

　 川場田園プラザの運営。

　・道の駅テーマパークへの挑戦

　・有機野菜の提供

　・村内周遊ルートの整備

ちびっこプレイゾーン 観光客入込推計表
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■６次産業化の取り組み

平成10年
半ば

米偽装問題浮上社会問題化。消費者間に旨い本物の米を探求する機運高まる。

平成17年 このニーズ変化をとらえて、稲作農家の有志による生産組合設立。
川場産米のブランド化の取り組み始まる。「雪ほたか」の誕生。平成19年度から米食味鑑定
コンクール国際大会において7年連続金賞受賞。

平成20年 五反田生産組合が干し芋「春駒の里」のブランド化に着手。

平成23年 ・6次産業化法施行
・川場村役場田園整備課内に「6次産業推進室」（26年4月「6次産業振興室」に改
　称）を設置、6次産業に取り組む。
・川場村雪ほたか生産組合が組合員63名の全員出資で法人化。(株)雪ほたかを設立。

平成24年 ・滞在型加工体験プログラムの開発。（民泊2泊3日、農産加工体験プログラム）
・ドライ加工研究会発足（果樹、野菜の商品化）
・川場村蜂屋柿生産加工組合の結成と定植
・クリスマスレッド倶楽部の設立（群馬県産品種のスリムレッドの商品開発、クリスマスシーズ
　ンをターゲットにクリスマスレッドとして商品化。

平成25年 ・クリスマスレッド倶楽部、ほたか観光蕎麦組合がパレスホテル大宮でクリスマスフェア開催。
・クリスマスレッド倶楽部が新たな商品開発。長野県産の姫リンゴを素材とした「アップルッ
  ズ」を商品化。
・五反田生産組合は、春駒の里の二倍の価額で販売可能なブランド干し芋を開発。
　春駒の里の「玉豊」とは別品種の「安納芋」で「琥珀庵・安納芋」を商品化した。

平成26年 （株）雪ほたか、かわばドライ加工組合、川場村蜂屋柿生産加工組合、クリスマスレッド倶楽
部、五反田生産組合を主体に新たな商品開発と販路拡大、ほたか観光蕎麦組合を主体と
した蕎麦の商品開発とワサビ栽培、その他川場産竹炭の商品化、また、かわば梅生産加
工研究会と連携して梅加工品の商品化を推進する。雪ほたかを超えるブランド化を目指す。
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■6次産業の取り組みの方法と効果

１　取り組みの方法

　　6次産業に2つの形　　①　1次産業（農林水産業）と2次産業（加工）
　　　　　　　　　　　　　　　　②　2次産業（加工）と3次産業（流通）

　　　　　　　　　　　　　　　　①＋②＋生産・流通のネットワーク化

Ⅱ　取り組みの効果　　
　　①農家の所得向上：雪ほたか１表（６０ｋｇ）４０，０００円（縁故米２０，０００円）
　　②ライスセンターの建設：平成２５年度　ライスセンター建設事業（強い農業づくり交付金）
　　　・総事業費３９３４４４千円、 機械棟鉄骨一部二階建て７４３㎡、（乾燥機１０台、籾すり機２台、
　　　 精米機１台、65ha対応）低温貯蔵庫鉄骨一部二階建て４３２㎡（５千俵対応）
　  　・精米、保管等品質管理の均衡化
　　③川場ブランドの商品化:干し芋琥珀庵、ドライ加工（ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ、ﾄﾏﾄ、ﾘﾝｺ、ｴﾀﾞﾏﾒ等ﾞ）
　　④道の駅川場田園プラザの集客増：川場ブランド提供商品の拡大
　　⑤ｋａｗａｂａ国際自然文化サミットの開催：川場村、利根沼田、群馬県に伝わる「自然、食文
　　　化」の産業化、ブランドとして国内外に発信、国内外から誘客を促進する。２０１５年ミラノ食
　　　万博に、京都吉兆代表取締役社長徳岡邦夫（川場村食文化大使）氏提供の日本料理に、
　　　川場の食材でスープを提供。
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■まとめ　川場村の地域づくり
１　地域経済の環境

・日本経済の低迷により工場誘致等の地域
開発に限界

　・少子高齢化による人口減　

　　　　　　　　　　　↓

２　地域コミュニティ構築の発想の転換
・産業誘致、開発による定住人口の拡大

　　　　　　　　　　　↓

・個性と工夫による魅力ある村づくり

　　　　　　　　　　　↓
戦略

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　

地域間交流による交流人口の拡大

地域コミュニティの機能の低下

・景観保全＝田園理想郷
・農業プラス観光＝直売
・地域ブランド化＝高付加価値
・魅力的なイベントの開催

（ここしかないもの）

３　地域リーダー（二つのタイプ）
・住民リーダー

      地域の中から自然に生まれる。
　　　地域の風土が生み出す。
　・組織リーダー
    　プロデュース行政職員

　　　ふさわしい人材の発見　
　 　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　↑　　　　　　　

都市交流事業　33年間
世田谷区民健康村事業推進会議幹事会

（内的、外的からの両方の見地）

・アイディアの創出
・事業の検証

・知的財産
　コンセプト、デザイン、ブランド、システム


